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「ひとみ (ASTRO-H)」衛星に搭載される硬X線撮像検出器及び軟ガンマ線検出器は、BGOアクティブシール
ドで主検出器を取り囲むことにより、バックグラウンドを低減し、過去最高感度の観測を実現する。2016年 2月
17日の衛星打ち上げ後、アクティブシールドは順次立ち上げが行われ、総計 72系統に及ぶシールド読み出し系
は全て正常に立ち上がり、健康診断スペクトル取得機能やガンマ線バースト判定機能など、全機能が設計通り動
作することを確認した。各 BGO結晶の光量も地上試験で測定したものに対して大きな変化はなく、反同時計数
信号生成のエネルギー閾値は 100∼150keV 前後と、地上試験と同程度の性能であり、主検出器のバックグラウン
ド低減に成功した。さらに、ガンマ線バーストの検出に成功し、到来方向の制限やスペクトル解析を行えること
を実証した。


